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				このページはまだ校正されていません
兀剌 河ウラ ガハ 訥元 河ナウ ガハに沿ソひ去サりて、塔兀兒 河タウル ガハに泝サカノボり山ヤマ 越コえて、大老營タイラウエイに會アひに來コよ」と宣ノリタマひて遣ヤりぬ。（金の北京 大定府は、古の奚の地、遼 中京を建て、大定府と名づけ、金 北京と改め、元の至元 七年 大寧路と改め、明 大寧衞とせり。淸 一統志に「大甯故城、在㆓今內 蒙古 喀喇沁 右翼南百里、喜峯口 東北 四百八十 里、老哈 河 之北㆒。」老哈 河は、白狼 河とも云ふ。水道 提綱に「白狼 河、經㆓故大甯城南㆒。俗稱㆓巴爾漢︀城㆒、一曰㆓察罕 巴爾漢︀ 城㆒」とあり。主兒扯惕は、女眞 卽 主兒臣の複稱、金の本國の民なり。






女眞の蒲鮮 萬奴


夫合訥は、蒲鮮の訛ならん。親征錄 甲戌(太祖︀ 九年)四月の處に「金主之南遷也、以㆓招討 萬奴㆒爲㆓咸平路宣撫㆒、復移㆓治於 忽必 阿蘭㆒。至㆑是亦以㆑眾來降、仍遣㆓子 鐵哥㆒入質。旣而復叛、自稱㆓東夏王㆒。」太祖︀紀に「十年乙亥冬十月、金宣撫 蒲鮮 萬奴 據㆓遼東㆒、僭㆓稱天王㆒、國號㆓大眞㆒、改㆓元天秦㆒。十一年丙子冬十月、蒲鮮 萬奴 降、以㆓其子 帖哥㆒入侍。旣而復叛、僭㆓稱東夏㆒」とあり。






兀剌 河 納兀 河 塔兀兒 河


兀剌は、女眞語 河なり。黑龍 江を薩哈連 烏剌と云ひ、松花 江を吉林 烏剌と云ふ。こゝの兀剌は、松花 江なり。淸 一統志に「打牲 烏拉 城、在㆓吉林 城北七十里、混同江東岸㆒。烏拉 之先 布顏、築㆓城於 烏拉 河上 洪尼 地㆒、國號㆓烏拉㆒」とある混同 江も烏拉 河も、皆 松花 江なり。納兀 河は、盛京 通志の諾尼 江、水道 提綱の嫩泥 江、龍沙 紀略の腦溫 江にして、今は嫩江と云ふ。高寶銓〈［＃「銓」は底本では「詮」］〉 曰く「嫩泥 江、古名㆓難︀水㆒、亦曰㆓那河㆒、元史 地理志 稱㆓桃溫 水㆒、特 薛禪 傳 曰㆓惱 木連㆒、忽憐 傳 曰㆓猱河㆒、伯帖木兒 傳 曰㆓納兀 河㆒、洪萬傳曰㆓那兀 河㆒、王綽傳曰㆓那河㆒、皆卽 納浯 對音。」塔兀兒 河は、水道 提綱に「洮兒 河、亦曰㆓桃爾 河㆒、源出㆓西興安山東麓㆒、云云、至㆓札賴特 旗南㆒、匯爲㆓納藍 撒藍 池㆒、猶㆑言㆓日月池㆒也。東流入㆓嫩泥江㆒。」黑龍江 外紀に「唐 書 他漏 河、卽 今 拖爾 河、一作㆓淘兒 河㆒。其源流千里、竝在㆓蒙古 境內㆒。」高寶銓
〈［＃「銓」は底本では「詮」］〉 曰く「洮兒 河、魏書稱㆓太彌 河㆒、北史曰㆓太岳魯 水㆒、唐書曰㆓它漏 河㆒、遼史曰㆓他魯 河㆒、曰㆓撻魯 河㆒、金史曰㆓撻魯古 河㆒、皆卽 討浯兒 之對音。」高氏は、元史の桃溫を納兀 河としたれども、納兀にはあらずして、塔兀兒なるべし。）






合撒兒カツサルに從へる三將


合撒兒カツサルと共トモに、官人クワンニンより主兒扯歹ヂユルチエダイ 阿勒赤アルチ 脫侖 扯兒必トルン チエルビ 三人ミタリを遣ヤりたり。（この東征の軍は、太祖︀ 八年 発酉 九年 甲戌に渉れる三道 侵掠の左軍なり。親征錄に「哈撒兒 及 斡津 那顏 拙赤䚟 薄刹 爲㆓左軍㆒、沿㆓東海︀㆒、破㆓濼薊等城㆒而還」と云ひ、太祖︀紀に「皇弟 哈撒兒 及 斡陳 那顏 拙赤䚟 薄刹 爲㆓左軍㆒、遵㆑海︀而東、取㆓薊州 平濼遼西諸︀郡㆒而還」と云へり。哈撒兒は、卽 合撒兒なり。斡津 那顏 卽 斡陳 那顏は按陳 那顏の子なり。然るに祕史の阿勒赤は、斡陳に非ずして卽 按陳なれば、斡津 斡陳は按陳の誤なるべし。拙赤䚟は、喇失惕の集史に主兒赤歹と云ひて、成吉思 汗の幼子と注し、陳桱の通鑑 續編に太祖︀の六子を擧げて庶子 朮兒徹歹あるに由り、洪鈞は、集史と蒙韃 備錄とを引きて、太祖︀の皇子なることを考證したれども、祕史に官人 主兒扯歹と云へるを見れば、やはり兀嚕兀惕の主兒扯歹なりけり。元史 親征錄には薄刹ありて、脫侖 扯兒必なし。脫侖 扯兒必は、親征錄 乙亥(太祖︀ 十年)北京 降服の續に「上遣㆓脫脫欒 闍兒必㆒、帥㆓蒙古 契丹 漢︀軍㆒南征、」木華黎の傳、乙亥 北京 興中 降服、錦州の張鯨 來降の續に「詔㆓木華黎㆒以㆑鯨總㆓北京十提控兵㆒、從㆓掇忽闌㆒、南征㆓未㆑附州郡㆒、」石抹 也先の傳にも「命㆓也先㆒、副㆓脫忽闌 闍里必㆒、監㆓張鯨等軍㆒、征㆓燕南未㆑下州郡㆒、」石抹 孛迭兒の傳にも「從㆓奪忽闌 闍里必㆒、徇㆓山東大名㆒」などあれば、脫侖は、合撒兒に從はず、又は從へりとも、途よ
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